









































A research on mental-stress of middle-management  
in the financial industry in China
















































































































































































































































































































































ケートの記入者）は 29 歳以下が 5％，30 ～ 39
歳が 51％，40 ～ 49 歳が 39％，50 歳以上が 5％
























































































た 1 項目（質問 6）を分析から除外し，4 因子
を仮定して主因子法・プロマックス回転による
因子分析を行った。




















第 4 因子は 2 項目で構成されており，「怒り













量を示さなかった 3 項目（質問 1，4，7）を分
析から除外し，2 因子を仮定して主因子法・プ
ロマックス回転による因子分析を行った。
第 1 因子は 4 項目で構成されており，「記憶
力が衰える」，「集中力が衰える」，「落ち込みが

































経営政策」のα 係数は 0.7 ～ 0.9 であった。つ
まり尺度の「内的整合性」が高いといえる。「業













にした。表 3 の因子分析の結果は 2 因子構造と































































データ 変数 問題数 α 値
ストレッサ分析
外部環境 5 0.846 
職場人間関係 4 0.721 
個人のキャリア発展 3 0.752 
会社の経営政策 2 0.761 
業務量 2 0.621 
権限集中度 1
表 2　ストレス対応分析における信頼係数
データ 変数 問題数 α 値
ストレス対応分析
会社支援 4 0.864 
ストレスの自己対応 4 0.763 
ストレス解消 3 0.586 
ストレス耐性 2 0.588
表 3　個人の健康状況分析における信頼係数
データ 変数 問題数 α 値
個人健康状況 心と体の健康状態 8 0.837






































（EXT, HR, CAR, STRG, VOL, ADIST）の影響
を確認するモデルである。

























外部環境 Pearsonの相関係数 ― .335 -.118 .402** .214* .329** .431**
職場人間関係 Pearsonの相関係数 ― .238* .203* .066 .017 -.072
個人のキャリア発展 Pearsonの相関係数 ― -.169 -.158 -0.269** -.115
会社の経営政策 Pearsonの相関係数 ― .218* .215* .217*
権限集中度 Pearsonの相関係数 ― .314** .188





























推計式（1）は，EXT, HR, CAR, STRG, VOL, 






















会社支援 Pearsonの相関係数 ― .042 .085 .134 -.031
ストレス自己対応 Pearsonの相関係数 ― -.093 .541** .536**
ストレス解消 Pearsonの相関係数 ― .019 -.151
ストレス耐性 Pearsonの相関係数 ― .490**
**. 相関係数は 1％水準で有意（両側）です。
表 6　心と体の健康状況とストレッサーの重回帰
















































































・   新旧体制の変化と国内外の文化の激突によ
る社会文化のストレス
・   新旧経済体制の変更
・   医療改革
・   不動産改革及び教育改革による社会経済の
ストレス
・   アンバランスな都市と農村の二元経済発展
・   不公平な配給
・   貧富の分化による強弱地位の不平
・   等級特権
・   役員や司法の腐敗による社会政治のストレス
・   社会グループにおける強者と弱者
・   貧富の格差






































































































中国の EAP は，2005 年或いは 2006 年を経
て迅速に発展した。張西超（2009）によれば，
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